
  
 

 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2025.4. 1  No.１ 
厚木市教育研究所 研究研修係 

TEL  225-2414・2680 
FAX 222-2350 

e-mail 9300@city.atsugi.kanagawa.jp 

   厚木市役所第二庁舎９階 

「ゲーム・スマホ依存からこどもを守る！」                   

独立行政法人国立病院機構 久里浜医療センタ－  名誉院長  樋口 進 氏 

こどもの「ゲーム・スマホ依存症」についての正しい知識や現状について理解を深めた
り、依存から子どもを守るための具体的な予防方法や、依存傾向にある子どもとの向き合
い方などについて一緒に考えたりしてみませんか。 

① ６/７（土）  

９：30～12：00 

あつぎ市民交流プラザ  

ミュージックルーム１ 

② ６/７（土）☆ 

13：30～16：00 

あつぎ市民交流プラザ 

 ミュージックルーム１ 

③ ６/14（土）☆ 

9：30～12：00 

    オンライン 

④ ６/14（土）  

13：30～16：00 

オンライン 

⑤ ６/21（土）☆ 

13：30～16：00 

あつぎ市民交流プラザ 

 ミュージックルーム２ 

⑥ ６/28（土）☆ 

9：30～12：00 

    オンライン 

 

⑦ ８/１（金）☆ 

9：30～12：00 

厚木市役所第２庁舎階 

16 階会議室 

⑧ ８/22（金）☆ 

13：30～16：00 

あつぎ市民交流プラザ 

 ミュージックルーム１ 

⑨ ９/６（土）☆ 

９：30～12：00 

あつぎ市民交流プラザ  

amyu スタジオ 

「読みのスイッチ（教材を読む視点）を働かせた国語の授業づくり」  

山梨大学大学院 総合研究部 教育学域教育学系  教授  茅野 政徳  氏 
国語の指導は難しいな、こどもが主体的に取り組む授業づくりってどうしたらいいの？と悩

んでいられる先生方、ぜひ、ご参加ください。国語の指導について研究され、多くの書籍を出さ
れている茅野先生から、子どもを惹きつける国語の授業づくりについて学びましょう！ 

「自由進度学習のはじめかた」                   

ＨＩＬＬＯＣＫ初等部  スクールディレクター（校長）  蓑手 章吾  氏 
公立学校教員をやめて立ち上げた学びの場「HILLOCK」の校長先生である蓑手先生から、自

由進度学習について学べます。普段の授業に無理なく、どのように自由進度学習を取り入れて
いったらよいか、自由進度学習の基本から教えていただきます。 

「愛着障害の理解と支援〈支援続編〉」                   

和歌山大学 教育学部 心理学教室  教授  米澤 好史 氏 
昨年度オンライン研修+アーカイブ配信方式合わせて 153 人が受講し、リクエストが多かった支援教育の続

編です。今年度も、見極めが困難な発達障害との愛着障害の見分け方の復習と具体的な支援方法を学びます。

愛着障害を正しく理解し、支援の方法を知ることで、救われるこどもはたくさんいます。 

「ＩＣＴ×インクルーシブ教育～ 誰一人取り残されない社会の実現に向けて～」 
東京学芸大学附属小金井小学校  教諭  鈴木 秀樹 氏 

全てのこどもたちが安心して、互いを認め合い、助け合いながら学びをつくるために、
ICT を授業の中でどのように活用したらよいのかについて、鈴木先生が挑戦されてきた
豊富な授業実践を通して学んでみませんか。 

「学級経営と気になるこどもへの支援」 
杉並区立済美養護学校  主任教諭  川上 康則 氏 

学級経営の中で、「気になるこども」への支援をどのように取り込むか、また、その際の教師の役割や心構えについて具
体的な方策について学ぶことができます。「週刊教育資料」等で連載をされている川上先生から、即、実践できる具体的な

支援の仕方を学びましょう！ 

「ＧＩＧＡスクール端末操作研修～基礎編～」 
ＧＩＧＡステップアップ支援員 

各校の活用例を知り尽くしたGIGA ステップアップ支援員が講師となり、クロームブックに内
蔵されているアプリ（ドキュメント、スプレッドシート、スライド等）の操作方法と、効果的に授業
に役立てるためのテクニックを伝授します。 

「子どものために教師ができること～子どもが夢中になる算数の授業づくり」 
「授業・人」塾  代表  田中 博史 氏 

田中博史先生(元筑波大学附属小学校副校長)による算数の講座です。海外における出前授業
をはじめ、子育て支援講座、芸人さんとのトークショーなど、幅広く活動されている田中先生の授
業実践から、こどもを夢中にさせる算数の授業づくりについて学ぶことができます。 

「心の健康～自尊感情を高める方法～」 
日本ウェルネススポーツ大学  教授  近藤 卓 氏 

児童・生徒一人一人のよさや能力・適性を正しく把握し、個性を生かす教育を推進するための指
導法や自尊感情を高める方法を学びます。明日からの実践に役立つスキルをぜひ身に付けまし
ょう！ 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

申込方法等 

・対象者：市内小・中学校に勤務し、子どもたちと関わる、全ての教職員 

  学力ステップアップ支援員、こころスマイル支援員、学校司書、介助員等も含みます。常勤、非常勤を問いません。 

☆印は、将来、厚木市内で教員を目指す市内在住・在勤の市民（教育実習生や学生も可。）も参加できます。 

・お申込みは、次のURL 又は二次元コードから受講申込入力フォームにアクセスし、案内に従って 

受講申込手続きをしてください。なお、個人のスマートフォン等からも申し込むことができます。 

おおよその人数把握のため、第1 次申し込み締め切りを5 月9 日（金）とさせていただきます。 

その後も随時申し込みは受け付けております。前日まで申し込み可能です。（URL）https://forms.gle/c6Ly3KwsuVqKY5Xx5 

 
 
 
 
 

⑩ ９/６（土）☆  

13：30～16：00 

あつぎ市民交流プラザ  

amyu スタジオ 

⑪ 9/13（土）☆ 

９：30～12：00 

あつぎ市民交流プラザ  

amyu スタジオ 

⑫ ９/20（土）☆ 

13：30～16：00 

神奈川県立青少年センター 

プロミティあつぎビル２階 

⑬ 11/８（土）☆ 

９：30～12：00 

あつぎ市民交流プラザ  

ルーム602 
厚木市子ども科学館 

⑭ 11/８（土）☆ 

13：45～16：10 

  あつぎ郷土博物館 

⑮ 11/15（土）☆ 

９：30～12：00 

厚木市立厚木小学校 

⑯ 11/29（土）☆ 

９：30～12：00 

オンライン 

※各講座の詳細については、「開催要領」でご確認ください。 

C4th＞書庫＞教育研究所 関連文書＞Ⅱ 先生のための研修＞先生のための寺子屋講座内に掲載しています。 

教育研究所は、先生たちの応援団です。 
寺子屋講座では、先生方が、自信をもって授業に臨めるよう、時事の課題や情報、未来を見据えた授業改善など
をテーマに、お役に立てる講座を厳選してお届けします。 
一緒に、楽しく学びませんか？皆様のご参加をお待ちしています。 

「特別支援教育の視点を通常学級へ～学びの多様性を拓く教師のスキル」 
植草学園大学  特命教授  佐藤 愼二 氏 

特別支援教育の基本的な考え方や、多様なこどもの特性を理解し、通常学級で活用できる具体
的な支援方法や、授業づくりのポイントを学びます。特別支援教育の視点での支援の方法や授業
づくりのスキルを身に付けましょう！ 

「なぜ朝ごはんを食べないといけないの？～生活習慣から学習について考える～」 

桜美林大学 健康福祉学群  教授  山本 正彦 氏 
朝ごはんを食べることは大切だとわかっているけれど…。朝ごはんが学習にもたらす影響に

ついてデータをもとに学びます。また、朝ごはんを食べていないこどもたちには、授業中にどの
ような指導をすると学習効率が上がるのか。気になる先生方、ぜひご参加ください！ 

「楽しもう！思わずやりたくなる！理科実験」 
県立青少年センター 科学部 科学支援課 職員 

昨年度に引き続き、理科の実験について学びます。今年度は化学分野の実験も取り入れ、子ど
もたちが「すごい！やりたい！」と感嘆するような実験を実際に体験していただきます。授業に
役立つ実験を数種類学ぶことができます。 

「『こどもまんなか』の学校づくり～保護者との連携を通して～」 
神田外語大学  客員教授  嶋﨑 政男 氏 

いじめや不登校問題に対してのより効果的な解決策を学び、クラスや学校で実践してみません
か？保護者と学校が協力して、こども中心の教育環境を作るためのヒントを嶋﨑先生からたくさ
ん学びましょう！ 

「あつぎ郷土博物館と周辺地域めぐり」 
あつぎ郷土博物館 職員 

あつぎ郷土博物館の所蔵品について詳しく話を聞いたり、依知地区を散策したりして、厚木の歴史について

学びます。また、現在 NHK の大河ドラマで描かれている蔦屋重三郎が手掛けていた昔の書籍の作り方につい

て学び、「和綴じ本」を作成します。作成した「和綴じ本」はお土産として持ち帰ることができます。 

「多様な動きを引き出す準備運動とマット運動の指導法」 
県立総合教育センター 体育センター  職員 
  こどもたちが体育を通してできる喜びを感じてくれたらなぁ、楽しいと夢中になってくれたらなぁ、と思

っていられる先生方、ぜひご参加ください！こどもの力を伸ばすために、楽しく取り組める多様な準備運動

の仕方やマット運動の基本的な指導方法を学び、授業づくりに役立てましょう！ 

「子どものＳＯＳの聴き方・受け止め方」 
子育てカウンセリング・リソースポート  代表  半田 一郎 氏 

先生方は、ひとりで悩みを抱えていたり、困難に直面したりしているこどもたちにどのように
寄り添い、声を掛けていますか。こどもたちの気持ちの受け止め方やサポートの仕方について学
び、学校や家庭みんなでこどもたちを支えるための方法について考えていきましょう。 

担当：教育研究所 研究研修係 （内線2414・2680） 

⑰ ６/21（土） 

９：30～11：35 

あつぎ市民交流プラザ  

 

《市と教育委員会の合同講座》 「幼保小の連携 ～架け橋期の教育を考える ～」 
東海大学 児童教育学部 児童教育学科  准教授  寳來 生志子 氏 

「架け橋プログラム」、聞いたことがありますか。現在、厚木市は、「幼保小架け橋プログラム」に取り組んでいます。５歳児か

ら小学校１年生までの２年間は、こどもたちが生涯にわたる学びや生活の基盤を作るために重要な時期とされています。この

架け橋期にはどのような教育が必要とされているのかを学び、幼保小の円滑な接続について考えます。 

今年度から受講者本人の申し込みになります。 


